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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　知識地図制作の方法は、以下のステップを含み、
　知識地図制作手段が複数の電子情報を取得し、前記各電子情報の順序を編集し、ノード
順序表を取得し、前記ノード順序表を少なくとも１個のメモリに保存し、
　該知識地図制作手段が前記各電子情報と前記ノード順序表の複数のノードを相互にリン
ク連結し、
　該知識地図制作手段が前記ノード順序表のうちの１個の順序表属性と前記各ノードの複
数のノード属性を編集し、
　前記順序表属性は、権限属性を備え、前記メモリは、少なくとも１個の権限情報を保存
し、
　該知識地図制作手段が前記権限情報を、前記権限属性と比較し、前記ノード順序表を読
み取ることを特徴とする知識地図制作の方法。
【請求項２】
　前記各電子情報は、電子書籍或いは複数の電子書籍を分解することを特徴とする請求項
１に記載の知識地図制作の方法。
【請求項３】
　前記各電子書籍は、スキャナー装置により、複数の実書籍を走査する方式で制作するこ
とを特徴とする請求項２に記載の知識地図制作の方法。
【請求項４】
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　前記各ノードは、少なくとも１個の解説情報にリンク連結し、
前記解説情報は、文書ファイル解説、音声解説、或いはビデオ解説であることを特徴とす
る請求項１に記載の知識地図制作の方法。
【請求項５】
　前記メモリには、少なくとも１個の備考情報、或いは少なくとも１個の記述情報が保存
され、
前記備考情報、或いは前記記述情報は、該各ノードにリンク連結されることを特徴とする
請求項１に記載の知識地図制作の方法。
【請求項６】
　前記メモリは、少なくとも１個の討論情報、少なくとも１個の問題情報、或いは少なく
とも１個の回答情報を保存し、
　前記討論情報、前記問題情報、或いは回答情報は、前記各ノードにリンク連結すること
を特徴とする請求項１に記載の知識地図制作の方法。
【請求項７】
　前記権限情報は、進度情報により変換することを特徴とする請求項１に記載の知識地図
制作の方法。
【請求項８】
　前記順序表属性は、頻度属性を備えることを特徴とする請求項１に記載の知識地図制作
の方法。
【請求項９】
　前記ノードは、サブノード順序表で、サブノード順序表属性を備え、前記サブノード順
序表は、複数のサブノードを備えることを特徴とする請求項１に記載の知識地図制作の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は知識地図制作の方法に関し、取得した複数の電子情報の順序を再編成し、個々
の要素(以後ノードと記す)順序表を取得し、各電子情報をノード順序表内に結合し、知識
地図を制作し、知識間の関連と結合に反映させる。知識地図により知識の関連性を視覚化
、図式化する機能を持ち、思考と学習を支援し促進する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷の普及とインターネットの急速な発展により、現代社会は情報過多の時代に入って
おり、膨大な情報をだれもが簡単に得ることができる。得た情報は雑多で篩い分けする必
要がある他、有用、必要な部分を応用可能な知識として整理し検索と使用に便利とし、連
結、統合することも必要である。
　この種の知識管理能力は、個人、或いは組織にとって、戦略決定及び執行に大きな影響
を及ぼす。
【０００３】
　「知識地図」の概念は、1998年、ブルックス氏とダベンポート氏により提出された。彼
らは知識は、知識ユニットに分類でき、知識ユニットを要素とし、しかもその相対関係を
地図に制作し、もともとは抽象的であった知識構造を、具体的な画像に変換させ、理解と
利用の便を図ることができると主張した。知識地図は知識内容の索引である。
　そのため知識内容そのものは含まず、知識内容の所在位置及び他の知識ユニットとの相
対関係を、迅速に見つけることを助けるもので、知識管理の便利なツールとすることがで
きる。
【０００４】
　本発明は知識地図制作の方法を提出し、知識地図の知識を管理概念に導入し、電子情報
内容の管理に応用する。本発明の方法は、複数の電子情報を取得し、各電子情報を、確立
しようとする知識地図に応じて排列し、線状、或いは網目状順序にし、ノード順序表を確
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立する。これにより、各電子情報から抽出する概念により、形成されるノード間の相対関
係を伝える。
　知識地図の制作を通して、抽象的であった知識構造ロジックを、具象的にし、可視化し
たノード順序表とする。知識地図は背後の学習目的と編集者、管理者(以後 編集者に統一
する)が推薦する学習戦略を、反映することができ図表の方式で、背後に隠れた情報と具
体的な知識内容とを、一緒に広めることができる。使用者、視聴者(以後 使用者に統一す
る)は該ノード順序表を参照し、該ノード順序表の一順序表の属性と、該各ノード属性を
対照して、該ノード順序表と該各ノードが連結する複数の電子情報の概略内容とノードと
の間の相対関係を、迅速に掌握しデジタル情報をノード連結し読み取り、知識を得ること
ができる。
【０００５】
　この他、該各ノードは、少なくとも１個の解説情報に連結することができ、これにより
使用者が各電子情報を学習する際の支援を行い、該各電子情報と該ノード順序表を保存す
るメモリ内に、少なくとも１個の備考情報と少なくとも１個の記述情報を作成することが
できる。これにより、使用者の理解、知識の習得を支援し、或いは備考情報と記述情報を
共有することができる。しかも、該メモリ内に、少なくとも１個の討論情報、少なくとも
１個の問題情報、少なくとも１個の回答情報を作成し、該ノードに関する討論、情報交換
を行うことができる。これにより、権限属性を設定し、進度情報から変換された権限情報
と比較し、使用者が該ノード順序表、該各ノード、及び該各ノードと連結する複数の電子
情報と複数の解説情報を読み取れば、それを監視し頻度情報を発生し、該ノード順序表の
使用頻度に反映することができる。また知識地図により知識の関連性を視覚化、図式化す
る効果、および知識地図で公開した学習教材と学習補助効果、使用者の思考と学習を支援
し促進させる効果を持つ。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする第一の課題は、複数の電子情報の順序を並べ直し得たノード
順序表を含み、これにより編集者が知識地図を制作する目的と戦略ロジックを反映し、電
子情報内容を編集者の考え方に従い編集、排列、連結する知識地図に形成する知識地図制
作の方法を提供することである。
【０００７】
　本発明が解決しようとする第二の課題は、知識地図制作に用いる複数の電子情報は、複
数の電子書籍を分解したものを含み、これにより知識地図は、既存の電子書籍とは異なる
セクション順序の制約を受けない知識地図制作の方法を提供することである。
【０００８】
　本発明が解決しようとする第三の課題は、複数の電子情報の制作には複数の電子書籍を
用い、その複数の電子書籍は、複数の実書籍を走査したものを含み、紙のコンテンツを電
子コンテンツに変換し、これにより知識地図は各実書籍の制約を受けず、編集と発表に便
利な知識地図制作の方法を提供することである。
【０００９】
　本発明が解決しようとする第四の課題は、複数のノードに、文書ファイル、音声或いは
ビデオの方式により制作する少なくとも１個の解説情報を加え、各ノード内の少なくとも
１個の電子情報に対して拡充或いは加筆を行い、使用者の各ノードが含む各電子情報の理
解に便を図る知識地図制作の方法を提供することである。
【００１０】
　本発明が解決しようとする第五の課題は、複数のノードは、少なくとも１個の備考情報
、或いは少なくとも１個の記述情報を加え、これにより使用者は、各ノードが含む各電子
情報、或いは各解説情報に対して、備考情報或いは記述情報を加えることができ、使用者
の各ノードが含む各電子情報、各解説情報の理解、習得を支援し、他の使用者と備考情報
、記述情報を共有することができる知識地図制作の方法を提供することである。
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【００１１】
　本発明が解決しようとする第六の課題は、複数のノードは、少なくとも１個の討論情報
、或いは少なくとも１個の意見情報、及び該討論情報或いは該意見情報に対する少なくと
も１個の回答情報を加え、これにより使用者間で、該各ノードに関する討論、情報交換を
行うことができる知識地図制作の方法を提供することである。
【００１２】
　本発明が解決しようとする第七の課題は、ノード順序表の順序表属性は、権限属性を含
み、これにより使用者が該ノード順序表、該ノード順序表内の各ノード、及び該各ノード
に連結する該各電子情報、該各解説情報、該各備考情報、該各記述情報、該各討論情報、
該各意見情報、或いは該各回答情報を、読み取ったか否かを編集者が統括することができ
る知識地図制作の方法を提供することである。
【００１３】
　本発明が解決しようとする第八の課題は、メモリは、使用者が読み取ったノードの電子
情報、或いは解説情報が生成する進度情報に基づき、使用者の学習状況を反映し、或いは
該権限属性と比較できる権限情報に変換し、これにより使用者の進度を、ノード順序表が
権限を読み取る基礎とすることができる知識地図制作の方法を提供することである。
【００１４】
　本発明が解決しようとする第九の課題は、メモリは、使用者が読み取ったノードの電子
情報、或いは解説情報に基づき、頻度属性を生成し、これにより知識地図の使用頻度を掌
握し、使用頻度に対応して、知識地図の調整、整理を行う知識地図制作の方法を提供する
ことである。
【００１５】
　本発明が解決しようとする第十の課題は、ノードはサブノード順序表に拡張でき、より
細部の知識構造と論理関連を反映することができる知識地図制作の方法を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するため、本発明は下記の知識地図制作の方法を提供する。
　知識地図制作の方法は、以下のステップを含み、複数の電子情報を取得し、該各電子情
報の順序を自由に編集し、ノード順序表を取得し、該ノード順序表を少なくとも１個のメ
モリに保存し、しかも該ノード順序表内の複数のノードは、該各電子情報にリンク連結し
、該ノード順序表のうち１個の順序表属性と該各ノードの複数のノード属性を編集し、こ
れにより、該ノード順序表は、知識構造、知識地図制作の目的、及び学習戦略を反映し、
該各電子情報は、複数の電子書籍を分解し形成し、既存の電子書籍の情報制限にとらわれ
ず、該各電子書籍は、複数の実書籍を、スキャナー装置により走査して得た複数の電子書
籍を含み、先ず、該各実書籍の紙コンテンツを電子書籍の電子コンテンツに変換し、これ
により実書籍が必要とする保管空間、任意に編集/複製ができないなどという実書籍の制
約を受けず、分解した複数の電子情報はさらに、編集者の考え方に従い線状、或いは網目
状順序に排列し、ノード順序表を獲得し、該ノード順序表は、編集者の知識構造への認知
と好みの学習戦略を反映し、該ノード順序表内の複数のノードは、リンクにより、該各電
子情報に接続し、これにより該電子情報は、同一メモリ中に繰り返し複製を制作する必要
がなく、実書籍の保存空間を減らし、これにより編集者は、該各電子情報を自由に連結し
、利用することができ、該ノード順序表に関連する１個の順序表属性と、該各ノードに関
連する複数のノード属性は共に、自由に編集でき、これにより使用者は、該ノード順序表
と該各ノードの概略内容を理解し、この他、該各ノードは、文書ファイル、音声、或いは
ビデオの方式で制作する少なくとも１個の解説情報に、リンク連結し、使用者が該ノード
が含む該各電子情報を理解できるよう支援し、或いは該各電子情報を補い、少なくとも１
個の備考情報、或いは少なくとも１個の記述情報は、該各ノードにリンク連結し、これに
より使用者は該各ノード内に含む該各電子情報、或いは該各解説情報と関連する備考情報
、或いは記述情報を確立し、使用者が理解、習得の補助、或いは他者と共有する内容とし
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、少なくとも１個の討論情報、少なくとも１個の意見情報、或いは少なくとも１個の回答
情報は、該各電子情報にリンク連結し、これにより使用者間では、該各電子情報に関する
討論、情報交換を行い、権限属性は、該電子情報順序表において設定され、使用者の該ノ
ード順序表、及びそれに関する内容の読み取りを編集者が統制し、進度情報は、該メモリ
に保存し、使用者の学習状況を反映し、或いは権限情報に変換し、これにより該権限属性
と比較を行い、使用者は、該ノード順序表、及び該ノード順序表の関連内容を読み取るか
否かを決定し、頻度属性は、使用者が読み取った該各ノードの該各電子情報、或いは該各
解説情報に基づき、使用者、編集者は該ノード順序表の使用頻度を掌握でき、しかもノー
ド順序表に対して、属性、ノード、電子情報、或いは解説情報など内容の編集調整を行い
、或いは該ノード順序表を除去し、該各ノードはさらに、サブノード順序表を充実させ、
複数のサブノード、及び該各サブノードとリンク連結する複数の電子情報を備え、該知識
地図内のさらに細部の知識構造と論理関連を反映することができる。
　本発明の地図制作の方法により知識地図は知識の論理関連の視覚化、図式化する機能を
有し、および知識地図で公開した電子情報と説明情報等の学習教材、備考、記述、討論な
どの学習支援効果は本発明使用者の思考と学習を促進させる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の知識地図制作の方法は、取得した複数の電子情報の順序を編成し直し、ノード
順序表を取得し、各電子情報をノード順序表内に連結し、知識地図を形成することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明第一実施例の使用者ステップ図である。
【図２】本発明第一実施例の部品連結関係の模式図である。
【図３】本発明第二実施例の使用者ステップ図である。
【図４】本発明第二実施例の部品連結関係の模式図である。
【図５】本発明第三実施例のノード順序表の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に図面を参照しながら本発明を実施するための最良の形態について詳細に説明する
。
【実施例】
【００２０】
　本発明知識地図制作の方法の特色を以下に述べる。本発明は、複数の電子情報を、編集
者の考え方に従い線状、或いは網目状順序に排列し、ノード順序表を取得し、該ノード順
序表内の複数のノードは、該各電子情報にリンク連結し、これにより知識地図の編集は、
実書籍、或いは既存の電子書籍の制約を受けず、該ノード順序表内の複数のノード間の論
理関係を表し、未整理の知識構造を、具象化図表とし、編集者の知識地図を作成しようと
する目的と、推薦する学習戦略を反映させることができる。
　この他、該各ノードはまた、少なくとも１個の解説情報、少なくとも１個の備考情報、
少なくとも１個の記述情報、少なくとも１個の討論情報、少なくとも１個の意見情報、或
いは少なくとも１個の回答情報を連結することができる。これにより、該各電子情報の充
実、補足し、該各ノードが含む該各電子情報及び該各解説情報に対して、備考記載、或い
は記述を行い、該各ノードに対して討論を行う。該ノード順序表にはさらに、権限属性を
設定でき、進度情報により変換する権限情報と比較を行い、使用者の該ノード順序表、及
び該ノード順序表の相関内容の読み取りを統制する。使用者が、該ノード順序表内からリ
ンクする該各ノードの該各電子情報及び該各解説情報を読み取る時、頻度属性を生成し、
該ノード順序表の使用頻度を反映し、管理の便を図る。また、該各ノードを、サブノード
順序表に拡張し、該知識地図内のより細部の知識構造と論理関連を表す。
【００２１】
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　図１、２は、本発明第一実施例の使用者ステップ図、及び部品連結関係の模式図である
。
　図１に示すように、本発明の知識地図制作の方法のステップは以下の通りである。
S１１：複数の電子情報を取得する。
S１２：該各電子情報を線状、或いは網目状に排列し、ノード順序表を取得する。
S１３：該ノード順序表の複数のノードは、該各電子情報にリンク連結する。
S１４：該各ノード順序表の一つの順序表属性と、該各ノードの複数のノード属性を編集
する。
【００２２】
　図２のように、第一電子書籍３０、第二電子書籍３２、第三電子書籍３４、第四電子書
籍３６を、分解し、第一の一電子情報３０１、第一の二電子情報３０２、第一の三電子情
報３０３、第二の一電子情報３２１、第二の二電子情報３２２、第二の三電子情報３２３
、第三の一電子情報３４１、第三の二電子情報３４２、第三の三電子情報３４３、第四の
一電子情報３６１、第四の二電子情報３６２、第四の三電子情報３６３を得る。該各電子
情報を編集する順序により、ノード順序表を得ることができる。該ノード順序表１は、ソ
フトウェア概論１０、ソフトウェアテスト計画１２、ソフトウェアテスト方法１４０、ソ
フトウェアテスト設計１４２、ソフトウェアテスト執行１６、ソフトウェアテストまとめ
１８の６個のノードを備える。
　ソフトウェア概論１０とソフトウェアテスト計画１２とは、相互に連結する。ソフトウ
ェアテスト計画１２とソフトウェアテスト方法１４０及びソフトウェアテスト設計１４２
とは、相互に連結する。ソフトウェアテスト方法１４０及びソフトウェアテスト設計１４
２は、それぞれソフトウェアテスト執行１６と相互に連結する。ソフトウェアテスト執行
１６とソフトウェアテストまとめ１８とは、相互に連結する。該ソフトウェア概論１０は
、第三の一電子情報３４１にリンク連結する。該ソフトウェアテスト計画１２は、第一の
一電子情報３０１、第三の二電子情報３４２、第四の一電子情報３６１にリンク連結する
。該ソフトウェアテスト方法１４０は、第一の二電子情報３０２、第二の一電子情報３２
１にリンクにより連結する。該ソフトウェアテスト設計１４２は、第四の二電子情報３６
２にリンク連結する。該ソフトウェアテスト執行１６は、第三の三電子情報３４３、第四
の三電子情報３６３にリンクにより連結する。該ソフトウェアテストまとめ１８は、第二
の三電子情報３２３にリンク連結する。
　該ノード順序表１は、順序表属性M１を備える。該ソフトウェア概論１０は、第一ノー
ド属性P１１を備える。該ソフトウェアテスト計画１２は、第二ノード属性P１２を備える
。
　該ソフトウェアテスト方法１４０は、第三ノード属性P１３を備える。該ソフトウェア
テスト設計１４２は、第四ノード属性P１４を備える。該ソフトウェアテスト執行１６は
、第五ノード属性P１５を備える。該ソフトウェアテストまとめ１８は、第六ノード属性P
１６を備える。該各電子書籍、該各電子情報、該ノード順序表１、該各ノードはすべて、
メモリ７２に保存される。
【００２３】
　よって、４個の電子書籍３０、３２、３４、３６を、分解して１２個の電子情報３０１
、３０２、３０３、３２１、３２２、３２３、３４１、３４２、３４３、３６１、３６２
、３６３にし該各電子情報の順序を編集し、ノード順序表１を生成する。これにより、知
識地図の制作は既存の電子書籍の制約を受けない。
　該ノード順序表１は、該各ノード１０、１２、１４０、１４２、１６、１８間の論理関
係を表すことができる。
　順序表属性M１、及び該各ノード属性P１１、P１２、P１３、P１４、P１５、P１６は、
該ノード順序表１と該各ノード１０、１２、１４０、１４２、１６、１８の概略内容への
、使用者の初歩的な理解を支援することができる。
【００２４】
　図３、４は、本発明第二実施例の使用者ステップ図、及び本発明第二実施例の部品連結
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関係の模式図である。
　図３のように、本発明の知識地図制作の方法のステップは以下の通りである。
S２１：スキャナー装置により、複数の実書籍を走査し、複数の電子書籍を得る。
S２２：複数の電子書籍を分解し、複数の電子情報とする。
S２３：該各電子情報を線状、或いは網目状の順序に排列し、ノード順序表を得る。
S２４：該各ノード順序表の複数のノードは、該各電子情報にリンク連結する。
S２５：少なくとも１個の解説情報を加え、該各ノードにリンク連結する。
S２６：該ノード順序表の一つの順序表属性と、該各ノードの複数のノード属性を編集す
る。
S２７：該順序表属性を権限属性を備えるよう設定する。
S３１：少なくとも１個の備考情報を確立し、該各ノードにリンク連結する。
S３２：少なくとも１個の記述情報を確立し、該各ノードにリンク連結する。
S３３：少なくとも１個の問題情報を確立し、該各ノードにリンク連結する。
S３４：少なくとも１個の討論情報を確立し、該各ノードにリンク連結する。
S２８：少なくとも１個の回答情報を確立し、該各ノードにリンク連結する。
S３５：少なくとも１個の進度情報を確立し、権限情報に変換し、該権限属性と比較を行
う。
　該各ステップS２１～S２８は、第一使用者Aが行い、該各S３１～S３５は、第二使用者B
が行う。
【００２５】
　図４のように、第一実書籍５０、第二実書籍５２は、スキャナー装置７０による走査を
経て、第一電子書籍４０、第二電子書籍４２に変換される。該各電子書籍は、複数の電子
情報に分解され、第一の一電子情報４０１、第一の二電子情報４０２、第一の三電子情報
４０３、第二の一電子情報４２１、第二の二電子情報４２２、第二の三電子情報４２３、
第二の四電子情報４２４を得る。該各電子情報の順序を編集し、ノード順序表２を得る。
該ノード順序表２は、計算機概論２０、組合せ言語２２０、資料構造２２２、プログラム
言語２２４、計算機組織２４０、オペレーションシステム２４２の６個のノードを備える
。計算機概論２０と、組合せ言語２２０、資料構造２２２、プログラム言語２２４は、相
互に連結する。
　組合せ言語２２０、資料構造２２２、プログラム言語２２４は、それぞれ計算機組織２
４０、オペレーションシステム２４２と相互に連結し、網目状の連結順序を形成する。
　該計算機概論２０は、第一の一電子情報４０１に、リンク連結する。該組合せ言語２２
０は、第一の三電子情報４０３、第二の二電子情報４２２に、リンク連結する。
　該資料構造２２２は、第二の一電子情報４２１に、リンク連結する。該プログラム言語
２２４は、第一の二電子情報４０２に、リンク連結する。
　該計算機組織２４０は、第二の三電子情報４２３に、リンク連結する。該オペレーショ
ンシステム２４２は、第二の四電子情報４２４に、リンク連結する。
【００２６】
　解説文書ファイル６０、解説音声６２、解説ビデオ６４の３個の解説情報を確立する。
該解説文書ファイル６０は、該組合せ言語２２０に、リンク連結する。
　該解説音声６２は、該プログラム言語２２４に、リンク連結する。該解説ビデオ６４は
、該計算機組織２４０に、リンク連結する。
【００２７】
　ノード順序表２は、順序表属性M２を備える。該順序表属性M２は、権限属性M２０と頻
度属性M２２を備える。該計算機概論２０は、第一ノード属性P２１を備える。
　該組合せ言語２２０は、第二ノード属性P２２を備える。該資料構造２２２は、第三ノ
ード属性P２３を備える。該プログラム言語２２４は、第四ノード属性P２４を備える。
　該計算機組織２４０は、第五ノード属性P２５を備える。該オペレーションシステム２
４２は、第六ノード属性P２６を備える。
【００２８】
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　この他、第一備考情報８０１、第一記述情報８２１、第一討論情報８４１、第二討論情
報８４２は確立され、該計算機概論２０にリンク連結される。
　第二備考情報８０２、第二記述情報８２２、問題情報８６、回答情報８８は確立され、
該プログラム言語２２４にリンク連結される。進度情報９０は確立され、権限情報９２に
変換される。
　該権限情報９２は、該権限属性M２０と比較され、該ノード順序表２、及び該６個のノ
ード２０、２２０、２２２、２２４、２４０、２４２の読み取りを制御する。
　該各電子書籍、該各電子情報、該各ノード順序表２、該各ノード、該各備考情報、該各
記述情報、該各討論情報、該問題情報８６、該回答情報８８、該進度情報９０、該権限情
報９２はすべてメモリ７２に保存される。
【００２９】
　よって、該スキャナー装置７０により、該各実書籍５０、５２を、該各電子書籍４０、
４２にすることで、紙コンテンツを電子コンテンツに変換し、編集と発表に便利とする。
　該各電子書籍４０、４２を、該各電子情報４０１、４０２、４０３、４２１、４２２、
４２３、４２４に分解し、該各電子情報の順序を編集し、ノード順序表２を生成する。
　これにより、知識地図の制作は、実書籍及び既存の電子書籍の制約を受けることがなく
なり、該ノード順序表２は、該各ノード３０、３２０、３２２、３２４、３４０、３４４
との間のロジック関係を表すことができる。該各解説情報６０、６２、６４の確立は、使
用者の、同類のノード２２０、２２４、２４０の電子情報４０３と４２２、４０２、４２
３への連結の理解を支援することができる。順序表属性M２、及び該各ノード属性P２１、
P２２、P２３、P２４、P２５、P２７は、該ノード順序表２と該各ノード３０、３２０、
３２２、３２４、３４０、３４４の概略内容への使用者の初歩理解を支援することができ
る。
　該各備考情報８０１、８０２と、該各記述情報８２１、８２２は確立され、該各ノード
２０、２２４に連結する。これにより、使用者は、備考と記述の方式を使用し、該各ノー
ド２０、２２４の内容の理解、習得の支援を受けることが出来る。
【００３０】
　該各討論情報８４１、８４２、該問題情報８６、該回答情報８８は、異なる使用者によ
り確立され、討論、情報交換することができる。該進度情報９０は、使用者に閲覧の進度
を提示でき、権限情報９２に変換することができる。これにより、該権限属性M２０と比
較し、使用者が読み取ることができるノード順序表、或いはノードを決定する。
　この他、該頻度属性M２２は、ノード順序表２の使用頻度を反映することができる。こ
れにより、編集者は、該順序表属性２と該ノード属性P２１、P２２、P２３、P２４、P２
５、P２６を編集するべきかどうか、或いは該各ノード３０、３２０、３２２、３２４、
３４０、３４４を増減するかどうか、或いは該各ノード３０、３２０、３２２、３２４、
３４０、３４４とリンク連結するが各電子情報４０１、４０２、４０３、４２１、４２２
、４２３、４２４、及び該各解説情報６０、６２、６４を変更するかどうか、或いは該権
限属性M２０を修正し、該ノード順序表２を閉じるかどうかを決定する。こうして、該ノ
ード順序表２を読み取ることはできなくなり閉じられる。
【００３１】
　図５は、本発明第三実施例のノード順序表の模式図である。図５に示すように、本実施
例のノード順序表２０００と、図４に示す第二実施例との相違を以下に記載する。
　本実施例は、サブノード順序表２２００により、図４に示す該ノード２２０に置換し、
該ノード２２０を、サブノード順序表２２００に拡張する。
　該サブノード順序表２２００は、組合せ言語原理２２０１、組合せ言語コマンド２２０
２、副プログラム２２０３、マクロ２２０４、組合せ言語実例２２０５の５個のサブノー
ドを備える。
　該組合せ言語原理２２０１と該組合せ言語コマンド２２０２は、相互に連結する。
　該組合せ言語コマンド２２０２と該副プログラム２２０３、該マクロ２２０４は、相互
に連結する。
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　該該副プログラム２２０３、該マクロ２２０４と、該組合せ言語実例２２０５は、相互
に連結する。
　こうして、網目状の連結順序を形成する。該サブノード順序表２２００は、サブ順序表
属性M２２０を備える。
　該組合せ言語原理２２０１は、第一サブノード属性P２２１を備える。該組合せ言語コ
マンド２２０２は、第二サブノード属性P２２２を備える。
　該副プログラム２２０３は、第三サブノード属性P２２３を備える。該マクロ２２０４
は、第四サブノード属性P２２４を備える。
　該組合せ言語実例２２０５は、第五サブノード属性P２２５を備える。
　該各サブノード２２０１、２２０２、２２０３、２２０４、２２０５は、関連する電子
情報、或いは解説情報(図示なし)にリンク連結することができる。
【００３２】
　該ノード２２０を、該サブノード順序表２２００に拡張することで、該組合せ言語２２
０をさらに細分化したサブノードにすることができる。組合せ言語原理２２０１、組合せ
言語コマンド２２０２、副プログラム２２０３、マクロ２２０４、組合せ言語実例２２０
５は、該ノード順序表２内のより細部の知識構造及び論理関連を反映することができる。
【００３３】
　本発明知識地図制作の方法は、複数の電子書籍を調達し、該各電子書籍を分解し複数の
電子情報とし、該各電子情報の順序を編集し、ノード順序表を取得し、これにより該ノー
ド順序表内の複数のノードは、該各電子情報にリンク連結し、紙のコンテンツを、電子コ
ンテンツに変換し、編集と発表を便利とし、既存の実書籍と電子書籍の制約を打ち破り、
さらに編集者の知識地図制作の目的、知識地図内ノード構造に対する認知、推薦或いは好
む学習戦略を反映することができる。
　該ノード順序表の順序表属性と該各ノードの複数のノード属性を編集し、使用者の該ノ
ード順序表と該各ノードの概略内容に対する初歩理解を支援することができる。
　さらに、解説情報を加え、使用者の電子情報内容理解を支援することができる。
　備考情報と記述情報を確立し、使用者の理解と習得を助け、他の使用者と備考情報、記
述情報を共有する。
　討論情報、問題情報、及び回答情報を確立し、使用者間の討論、情報交換の場を提供す
る。
　進度情報を確立し、使用者の学習状態を反映し、権限情報に変換し、使用者が読み取る
ことができるノード順序表、或いはノードを制御する。
　頻度属性を確立し、ノード順序表の使用頻度を反映し、知識地図を調整、或いは閉じる
。
　ノードを拡張しサブノードとし、サブノードと関連電子情報、解説情報を取り入れ、知
識地図の詳細構造を反映する。
　順序表属性、ノード属性を編集し、或いは電子情報、及びそれがリンク連結する電子情
報、解説情報を増減する。
　サーチエンジンに対応し、必要なノード順序表、ノード、電子情報、解説情報、備考情
報、記述情報、討論情報、問題情報、或いは回答情報を迅速に検索して閲覧することがで
きる。
　最後に、本発明を通して、知識地図の制作、編集、充実、削除、及び運用を実現し、知
識地図体系は使用者の参与に従い、絶えず進化する特性を持つ。
【００３４】
　上記の本発明名称と内容は、本発明技術内容の説明に用いたのみで、本発明を限定する
ものではない。本発明の精神に基づく等価応用或いは部品（構造）の転換、置換、数量の
増減はすべて、本発明の保護範囲に含むものとする。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明は特許の要件である新規性を備え、従来の同類製品に比べ十分な進歩を有し、実
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用性が高く、社会のニーズに合致しており、産業上の利用価値は非常に大きい。
【符号の説明】
【００３６】
１　　　 ノード順序表(第一実施例)
１０　　 ソフトウェア概論(ノード)
１２　　 ソフトウェアテスト計画(ノード)
１４０　 ソフトウェアテスト方法(ノード)
１４２　 ソフトウェアテスト設計(ノード)
１６　　 ソフトウェアテスト執行(ノード)
１８　　 ソフトウェアテストまとめ(ノード)
２　　　 ノード順序表(第二実施例)
２０　　 計算機概論(ノード)
２２０　 組合せ言語(ノード)
２２２　 資料構造(ノード)
２２４　 プログラム言語(ノード)
２４０　 計算機組織(ノード)
２４２　 オペレーションシステム(ノード)
２０００ ノード順序表(第三実施例)
２２００ サブノード順序表
２２０１ 組合せ言語原理(サブノード)
２２０２ 組合せ言語コマンド(サブノード)
２２０３ 副プログラム(サブノード)
２２０４ マクロ(サブノード)
２２０５ 組合せ言語実例(サブノード)
３０　　 第一電子書籍(第一実施例)
３０１　 第一の一電子情報(第一実施例)
３０２　 第一の二電子情報(第一実施例)
３０３　 第一の三電子情報(第一実施例)
３２　　 第二電子書籍(第一実施例)
３２１　 第二の一電子情報(第一実施例)
３２２　 第二の二電子情報(第一実施例)
３２３　 第二の三電子情報(第一実施例)
３４　　 第三電子書籍(第一実施例)
３４１　 第三の一電子情報(第一実施例)
３４２　 第三の二電子情報(第一実施例)
３４３　 第三の三電子情報(第一実施例)
３６　　 第四電子書籍(第一実施例)
３６１　 第四の一電子情報(第一実施例)
３６２　 第四の二電子情報(第一実施例)
３６３　 第四の三電子情報(第一実施例)
４０　　 第一電子書籍(第二実施例)
４０１　 第一の一電子情報(第二実施例)
４０２　 第一の二電子情報(第二実施例)
４０３　 第一の三電子情報(第二実施例)
４２　　 第二電子書籍(第二実施例)
４２１　 第二の一電子情報(第二実施例)
４２２　 第二の二電子情報(第二実施例)
４２３　 第二の三電子情報(第二実施例)
４２４　 第二の四電子情報(第二実施例)
５０　　 第一実書籍
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５２　　 第二実書籍
６０　　 解説文書ファイル(解説情報)
６２　　 解説音声(解説情報)
６４　　 解説ビデオ(解説情報)
７０　　 スキャナー装置
７２　　 メモリ
８０１　 第一備考情報
８０２　 第二備考情報
８２１　 第一記述情報
８２２　 第二記述情報
８４１　 第一討論情報
８４２　 第二討論情報
８６　　 問題情報
８８　　 回答情報
９０　　 進度情報
９２　　 権限情報
A　　　　第一使用者
B　　　　第二使用者
M１　　　順序表属性(第一実施例)
M２　　　順序表属性(第二実施例)
M２０　　権限属性
M２２　　頻度属性
M２２０　サブ順序表属性
P１１　　第一ノード属性(第一実施例)
P１２　　第二ノード属性(第一実施例)
P１３　　第三ノード属性(第一実施例)
P１４　　第四ノード属性(第一実施例)
P１５　　第五ノード属性(第一実施例)
P１６　　第六ノード属性(第一実施例)
P２１　　第一ノード属性(第二実施例)
P２２　　第二ノード属性(第二実施例)
P２３　　第三ノード属性(第二実施例)
P２４　　第四ノード属性(第二実施例)
P２５　　第五ノード属性(第二実施例)
P２６　　第六ノード属性(第二実施例)
S１１　　使用者ステップ一(第一実施例)
S１２　　使用者ステップ二(第一実施例)
S１３　　使用者ステップ三(第一実施例)
S１４　　使用者ステップ四(第一実施例)
S２１　　使用者ステップ一(第二実施例)
S２２　　使用者ステップ二(第二実施例)
S２３　　使用者ステップ三(第二実施例)
S２４　　使用者ステップ四(第二実施例)
S２５　　使用者ステップ五(第二実施例)
S２６　　使用者ステップ六(第二実施例)
S２７　　使用者ステップ七(第二実施例)
S２８　　使用者ステップ十二(第二実施例)
S３１　　使用者ステップ八(第二実施例)
S３２　　使用者ステップ九(第二実施例)
S３３　　使用者ステップ十(第二実施例)
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S３４　　使用者ステップ十一(第二実施例)
S３５　　使用者ステップ十三(第二実施例)

【図１】 【図２】
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